
○
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
年
金
保
険
者
の
市
町
村
に
対
す
る
通
知
）

（
年
金
保
険
者
の
市
町
村
に
対
す
る
通
知
）

第
百
三
十
四
条

年
金
保
険
者
は
、
毎
年
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
ま
で

第
百
三
十
四
条

年
金
保
険
者
は
、
毎
年
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
ま
で

に
、
当
該
年
の
四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
当
該
年
金
保
険
者
か
ら
老
齢
等
年

に
、
当
該
年
の
四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
当
該
年
金
保
険
者
か
ら
老
齢
等
年

金
給
付
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
六
十
五
歳
以
上
の
も
の
（
次
に

金
給
付
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
六
十
五
歳
以
上
の
も
の
（
次
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
氏
名
、
住
所
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
氏
名
、
住
所
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
項
を
、
そ
の
者
が
同
日
現
在
に
お
い
て
住
所
を
有
す
る
市
町
村
（
第
十
三

事
項
を
、
そ
の
者
が
同
日
現
在
に
お
い
て
住
所
を
有
す
る
市
町
村
（
第
十
三

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
他
の
市
町
村
が
行
う
介
護

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
他
の
市
町
村
が
行
う
介
護

保
険
の
第
一
号
被
保
険
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
市
町
村
と
す
る
。
次

保
険
の
第
一
号
被
保
険
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
市
町
村
と
す
る
。
）

項
（
第
三
号
を
除
く
。
）
か
ら
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
通
知
し

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

年
金
保
険
者
は
、
毎
年
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
当
該
年

の
四
月
二
日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
の
間
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
に
至
っ
た
者
（
当
該
年
の
三
月
一
日
か
ら
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
第
一
号

に
該
当
す
る
に
至
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
年
の
四
月
一
日
現
在
に
お
い
て

当
該
年
金
保
険
者
か
ら
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
て
い
な
い
も
の
を

含
み
、
当
該
年
の
八
月
一
日
か
ら
翌
年
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払

を
受
け
る
べ
き
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
額
の
総
額
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
年
金
額
の
見
込
額
が
、
当
該
年

の
六
月
一
日
の
現
況
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
者
及
び
前
項

第
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
の
氏
名
、
住
所
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
を
、
そ
の
者
が
当
該
年
の
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
住
所
を

有
す
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

老
齢
等
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
の
裁
定
を
受
け
、
当
該
年
金
保
険
者

か
ら
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
六
十
五
歳



以
上
の
者

二

当
該
年
金
保
険
者
か
ら
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
の

う
ち
六
十
五
歳
に
達
し
た
も
の
（
六
十
五
歳
以
後
も
引
き
続
き
当
該
老
齢

等
年
金
給
付
の
受
給
権
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）

三

当
該
年
金
保
険
者
か
ら
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
の

う
ち
、
当
該
年
金
保
険
者
に
対
し
市
町
村
の
区
域
を
越
え
る
住
所
の
変
更

の
届
出
を
行
っ
た
六
十
五
歳
以
上
の
も
の

３

年
金
保
険
者
は
、
毎
年
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
当
該
年

の
六
月
二
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
の
間
に
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
に
至
っ
た
者
（
当
該
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
額
の
総
額
を
基
礎
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
年
金
額
の
見
込
額
が

、
当
該
年
の
八
月
一
日
の
現
況
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
者

及
び
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
の
氏
名
、
住
所
そ
の
他
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
そ
の
者
が
当
該
年
の
八
月
一
日
現
在
に
お

い
て
住
所
を
有
す
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

年
金
保
険
者
は
、
毎
年
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
当
該
年

の
八
月
二
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
の
間
に
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
に
至
っ
た
者
（
当
該
年
の
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
五
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
額
の
総
額
を
基
礎

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
年
金
額
の
見
込

額
が
、
当
該
年
の
十
月
一
日
の
現
況
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
額
未
満
で
あ

る
者
及
び
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
の
氏
名
、
住
所
そ
の

他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
そ
の
者
が
当
該
年
の
十
月
一
日
現
在

に
お
い
て
住
所
を
有
す
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

年
金
保
険
者
は
、
毎
年
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
当
該
年

の
前
年
の
十
月
二
日
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
に
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
者
（
当
該
年
の
二
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
額
の
総
額
を
基
礎

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
年
金
額
の
見
込



額
が
、
当
該
年
の
前
年
の
十
二
月
一
日
の
現
況
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
額

未
満
で
あ
る
者
及
び
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
の
氏
名
、

住
所
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
そ
の
者
が
当
該
年
の
前
年

の
十
二
月
一
日
現
在
に
お
い
て
住
所
を
有
す
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

６

年
金
保
険
者
は
、
毎
年
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
当
該
年

の
前
年
の
十
二
月
二
日
か
ら
当
該
年
の
二
月
一
日
ま
で
の
間
に
第
二
項
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
者
（
当
該
年
の
四
月
一
日
か
ら
五
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
額
の
総

額
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
年
金

額
の
見
込
額
が
、
当
該
年
の
二
月
一
日
の
現
況
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
額

未
満
で
あ
る
者
及
び
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
の
氏
名
、

住
所
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
そ
の
者
が
当
該
年
の
二
月

一
日
現
在
に
お
い
て
住
所
を
有
す
る
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
７

年
金
保
険
者
（
社
会
保
険
庁
長
官
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
を
除
く
。

２

年
金
保
険
者
（
社
会
保
険
庁
長
官
及
び
地
方
公
務
員
共
済
組
合
を
除
く
。

）
は
、
前
各
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
社
会
保
険

）
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
社
会
保
険
庁

庁
長
官
の
同
意
を
得
て
、
当
該
年
金
保
険
者
が
行
う
当
該
通
知
の
全
部
を
社

長
官
の
同
意
を
得
て
、
当
該
年
金
保
険
者
が
行
う
当
該
通
知
の
全
部
を
社
会

会
保
険
庁
長
官
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

保
険
庁
長
官
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

８

地
方
公
務
員
共
済
組
合
は
、
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
通

３

地
方
公
務
員
共
済
組
合
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
う
場
合
に

知
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
を
経
由
し
て

お
い
て
は
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る

行
う
も
の
と
す
る
。

。

９

社
会
保
険
庁
長
官
は
、
第
七
項
の
同
意
を
し
た
と
き
は
、
当
該
同
意
に
係

４

社
会
保
険
庁
長
官
は
、
第
二
項
の
同
意
を
し
た
と
き
は
、
当
該
同
意
に
係

る
年
金
保
険
者
（
第
百
三
十
六
条
に
お
い
て
「
特
定
年
金
保
険
者
」
と
い
う

る
年
金
保
険
者
（
第
百
三
十
六
条
に
お
い
て
「
特
定
年
金
保
険
者
」
と
い
う

。
）
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
）
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
険
料
の
特
別
徴
収
）

（
保
険
料
の
特
別
徴
収
）

第
百
三
十
五
条

市
町
村
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た

第
百
三
十
五
条

市
町
村
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
（
災
害
そ
の
他
の

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
（
災
害
そ
の
他
の

特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を

特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を



徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
除
く
。
次
項
及
び

徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
対
し

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
課
す
る
当
該
年
度
の
保
険
料
の
全
部

て
課
す
る
保
険
料
の
全
部
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
一
部
）
を
、
特
別
徴

そ
の
一
部
）
を
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た

収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
通
知
に
係
る

だ
し
、
当
該
通
知
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
が
少
な
い
こ
と
そ
の
他
の
特
別

第
一
号
被
保
険
者
が
少
な
い
こ
と
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ

の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
徴
収
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認

り
、
特
別
徴
収
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
市
町
村
に
お
い

め
ら
れ
る
市
町
村
に
お
い
て
は
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で

て
は
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

２

市
町
村
（
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
市
町
村
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
は
、
前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
た

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す
る

当
該
年
度
の
保
険
料
の
一
部
を
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

３

市
町
村
は
、
前
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ

れ
た
場
合
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
に
対

し
て
課
す
る
当
該
年
度
の
保
険
料
の
一
部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴

収
す
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ

る
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
知
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者

に
つ
い
て
、
翌
年
度
の
初
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
通

知
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
が
支
払
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
支
払
に
係
る
保

険
料
額
と
し
て
、
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
（
当
該
額
に
よ
る
こ
と

が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
所

得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
額
と
す
る
。
）
を

、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て

徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
支
払
回
数
割
保
険
料
額
の
見
込
額
は
、
当
該
第
一
号
被
保
険
者
に

つ
き
、
当
該
年
度
の
保
険
料
額
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
、
当
該
年
度
の
翌
年
度
の
初
日
（
前
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
同
年
度
の
六
月

一
日
と
し
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
に

つ
い
て
は
同
年
度
の
八
月
一
日
と
す
る
。
）
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に



お
け
る
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

５

市
町
村
は
、
第
一
項
本
文
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴

２

市
町
村
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険

収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第

料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
本
文
に
規
定
す
る
第
一

一
項
本
文
、
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
第
一
号
被
保
険
者
（
以
下
「

号
被
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
特
別
徴
収
対
象

、
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
年
金
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収

被
保
険
者
に
係
る
年
金
保
険
者
（
以
下
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い
う
。
）

義
務
者
」
と
い
う
。
）
に
当
該
保
険
料
を
徴
収
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
当
該
保
険
料
を
徴
収
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

市
町
村
は
、
同
一
の
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て
前
条
第
一
項
か

３

市
町
村
は
、
同
一
の
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
つ
い
て
前
条
第
一
項
の

ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
（
以
下
「
特

規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
老
齢
等
年
金
給
付
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
年
金

別
徴
収
対
象
年
金
給
付
」
と
い
う
。
）
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

給
付
」
と
い
う
。
）
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
一
の
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
に
つ
い
て
保

こ
ろ
に
よ
り
一
の
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
に
つ
い
て
保
険
料
を
徴
収
さ
せ

険
料
を
徴
収
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
徴
収
額
の
通
知
等
）

（
特
別
徴
収
額
の
通
知
等
）

第
百
三
十
六
条

市
町
村
は
、
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が

第
百
三
十
六
条

市
町
村
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ

行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
並
び
に
第
五
項
及
び
第
六
項
（
同

て
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
特
別
徴
収
対
象
被
保

条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ

険
者
に
係
る
保
険
料
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
旨
、
当
該
特

っ
て
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に

別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
そ
の
他
厚
生
労
働
省

係
る
保
険
料
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
旨
、
当
該
特
別
徴
収

令
で
定
め
る
事
項
を
、
特
別
徴
収
義
務
者
及
び
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に

対
象
被
保
険
者
に
係
る
支
払
回
数
割
保
険
料
額
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

め
る
事
項
を
、
特
別
徴
収
義
務
者
及
び
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
通
知
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
支
払
回
数
割
保
険
料
額
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

２

前
項
の
支
払
回
数
割
保
険
料
額
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
つ
き
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ

よ
り
、
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
つ
き
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ

て
徴
収
す
る
保
険
料
額
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
保
険
料
額
」
と
い
う
。
）

て
徴
収
す
る
保
険
料
額
（
以
下
「
特
別
徴
収
対
象
保
険
料
額
」
と
い
う
。
）

か
ら
、
前
条
第
三
項
並
び
に
第
百
四
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ

か
ら
、
第
百
四
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
年
の
四
月
一

り
当
該
年
の
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
徴
収
さ
れ
る
保
険
料

日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
徴
収
さ
れ
る
保
険
料
額
の
合
計
額
を
控
除

額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
、
当
該
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月

し
て
得
た
額
を
、
当
該
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回

に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た
額

数
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

と
す
る
。



３
〜
６

（
略
）

３
〜
６

（
略
）

（
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
し
た
保
険
料
額
の
納
入
の
義
務
等
）

（
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
し
た
保
険
料
額
の
納
入
の
義
務
等
）

第
百
三
十
七
条

（
略
）

第
百
三
十
七
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

第
百
三
十
四
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

６

第
百
三
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

（
略
）

７

（
略
）

（
被
保
険
者
資
格
喪
失
等
の
場
合
の
市
町
村
の
特
別
徴
収
義
務
者
等
に
対
す

（
被
保
険
者
資
格
喪
失
等
の
場
合
の
市
町
村
の
特
別
徴
収
義
務
者
等
に
対
す

る
通
知
）

る
通
知
）

第
百
三
十
八
条

（
略
）

第
百
三
十
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
百
三
十
四
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

４

第
百
三
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

る
通
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
四
十
一
条
の
二

第
百
三
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ

り
通
知
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
が
第
百
三
十
五
条
第
二
項
か

ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
を
徴
収

し
よ
う
と
す
る
と
き
の
特
別
徴
収
額
の
通
知
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て

徴
収
し
た
保
険
料
額
の
納
入
の
義
務
そ
の
他
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
政
令

で
定
め
る
。


